



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教　科　書　名 A B 教　科　書　名 A B



















③ 大正11 尋常小學理科書（第6学年） 21．6
0
．
0 ⑨ 昭和48 新理科（第5学年） 13．257．6
④ 昭和4 尋常小學理科書（第6学年） 31．6
0
．
0 ⑩ 昭和57 たのしい理科（第6学年〉 24．368．1
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図6　体の変化についての意識
女 子
，國：ゆううつである
目：その他
皿：無回答
　図6に示されているように，男子と女子では体の変化についての受け止め方が異なって
いるようである。男子では，「不安だ」とか「いやだ」という意識は低い（p．＜0．Ol）も
のの，　「わくわくする」という意識は高い（p．＜0．01）。これは，からだの変化を前向き
に受け止めようという姿勢が整っていると考えられる。一方，女子では，「不安だ」や「い
やだ」，あるいは，「ゆううつ」との意識が高く（p．＜0．01），「わくわくする」との感
覚は低い（p．＜0．01）ことがわかる。これは，体の変化を，歓迎するものとは捉えていな
いことを示している。このように，男子と女子では自分の変化の受け止め方に大きな差が
存在している。
　また，問5の結果からは，体の変化についての知識に関して，男子は知りたいという欲
求が約50％であるのに対して，女子は4年生以降それが約80％に達している。
　これらは，同じ年齢にあったとしても性や体の変化を教育するときは，男女差を十分配
慮しなければならないことを示している。
　図7は，性のことをだれに教わりたいかという質問の6年生の結果を示したものである
が，ここでも男女差が顕著に見られる。男子は，担任や父親をその教授者として挙げてい
るが，女子にはその傾向は見られず，母親や養護の先生を強く希望してることがわかる。
他の学年でも，担任は女子に敬遠されている様子が伺える。これは，性の教育を考える上
で一つの示唆となる。
　また，専門家に教えてもらいたいとの希望も各学年ともにあり，養護の先生もその延長
上という理解もできる。さらに，テレビ視聴も約30％のこどもたちが希望している。これは，
他人の目を意識せずに様々な知識が獲得できるほうが，彼らは好都合であると判断してい
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るのであろう。
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図7　性に関する知識を教わりたい人
小学校理科における人体の学習
　日本理科教育学会が次回の指導要領改訂に向けての問題点の抽出を行った調査では，「人
体の学習を削除したほうがよい」との意見を多くの小学校の教員等が述べたと報告されて
いる（4）。これには，様々な理由が考えられる．が，小学校における研究会のやりとりや実践報
告などからすれば，　「授業がしにくい」や「指導が徹底しない」，あるいは「理科にそぐ
わない」などという意見に集約される。しかし，何故そうなのかについては明確に述べら
れることは少なかった。
　しかし，上述した理科における人体に関する内容の歴史的推移や小学校教員の性の教育
に関する意識調査，さらには，子どもたちの性についての知識や意識の調査によって，そ
の原因はある程度解明できたのではないかと考えている。
　つまり，現在の人体に関する学習に影響を与える要因として次の三つが考えられる。
（1）人体に関する学習内容が，従来よりも巾広くなったこと。
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（2）教員が，性についての教育を具体的に体を対象とする学習の中で十分に行わなければな
　らないとの認識を強く持っていること。
（3）性に関する学習を行う子どもたちに，性や体の変化についての意識に関する男女差があ
　り，教わりたい人が担任とは限らないという状況があること。
　（1）については，「理科学習が自然科学の枠の中で行われるべきである」との指摘をする
人は少ないことであろう。また，　「子どもたちが自分のことをよく知り，自分との関わり
の中で学習を進めることは，それを深めることにつながる」との意見に異議を差し挟む人
もほとんどいないことであろう。しかし，その枠の広がりや自分との関わりが子どもたち
が自分自身で解決できない問題を含んでいるとすれば改善しなければならない。
　生活科の学習や環境学習を例に挙げるまでもなく，自然科学分野の学習も，人間との関
係や社会との関係にまで踏み込んだ学習を行っている。その点についてのとまどいは少な
いものと考えられる。
　しかし，従来の理科学習において人は他の動物や植物と同様，　「生き物」として扱われ，
その体の仕組みや理解は，動物の理解と相補関係をなしてきた。このような教育を教師自
身が受けてきたのである。従って，人体の理解に社会的な側面を入れることは教師にとっ
て，どのような学習方法を採用すべきか常に悩まなければならない問題なのである。
　そして，「性を含めて人体の教育を行わなくてはならない」との教員の強い意識が，学
習指導要領に記載されている以上のことを理科学習の中に取り入れるように教員自身を駆
り立てているのではなかろうか。
　一方，子どもたちは様々な意識を持って学習に臨んでいる。彼らには，毎日顔を合わせ
る先生にふれられたくない部分や別の方法で知りたい部分が存在しているのである。この
点を無視して教育を行ったとしても，彼らは教員が意図したものに興味を示そうとせず，
結果的に授業に参加しないということになる。
　このように，学習内容の変化，教員の意識，そして子どもたちの思惑が少しずつずれを
起こして，現在の理科における人体に関する学習の問題に至っていると考えることができ
る。
　このようなずれをどのように整理し，改善していけばよいのだろうか。まず最初にすべ
きことは，
「性に関する学習は，学校を挙げて取り組むことができるシステ．ムをつくること。」
　次いで
「子どもたちの意識を考慮にいれて，その内容を学年別に決定し，担当者は，養護の先生
や専門家（医者など）にすること。」
である。
　上の内容や方法を考慮に入れて，生物の一つとしての「ヒト」の学習を3年生から始め
るべきである。もちろん，それぞれの学習は，子どもたち自身との関わりを持って進めら
れるべきである。性に関する学習は，生物，特に動物に共通する営みを強調することによ
って，ヒト以外の他の動物の命を神秘さや尊さに気づかれる方法に進むべきであろう。
　そして，心身ともに不安な時期を迎える前に，性についての学習や各教科での学習の成
果を総動員して，また，大人の助力が必要ならばそれも加えて，個人の生き方，社会への
貢献を彼ら自身考え為時問を設定していくべきであると考えている。
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おわりに
　現在の理科学習の中で問題が多いとされる「人体に関する学習」の改善方法を探る目的
で，学習内容の変遷調査や教員と子どもたちの意識調査を行い，その基本的な構想を提言
した。しかし，具体的な学習展開にまで踏み込むことはできなかった。この点については，
授業の積み重ねの中で模索することが必要であると考えている。今後この点を追究してい
きたい。
この研究を進めるにあたっては，角知江美さんの協力を得ました。この場を借りてお礼申
し上げます。
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